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•	モーション無視インターバル : モーション無視インタ
ーバルを設定すると、モーションが感知された以降一
定時間以内に感知されたモーションについては、イベ
ントログを残したり通知しません。

•	昼間 : 昼間に指定する時間の範囲を設定します。指定
された範囲以外の時間は夜間として見なします。

•	動作 : トリップゾ―ンイベントが発生した時、通知する
ための動作を選択します。

	- アラーム・アウト : アラーム・アウトを発生する場合
に選択します。

	- メール送信 : メールを送信する時に選択します。	
イメージ添付項目を選択すると、メール転送時に	
イベントが感知されたイメージファイル（.JPG）を添
付します。

	- 遠隔コールバック : 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

•	 WEB Client 2では対応していません。
•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくに
は、遠隔地システムにカメラを登録する必
要があります。

	- オーディオアラーム : 音声を出力するには、本項目
を選択してから出力するオーディオファイルを選択
します。

	- FTPアップロード : FTPサーバにイメージをアップ
ロードします。

	- 録画 : 映像を録画する際に選択します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関
連項目が正しく設定されていなければなりませ
ん。

オーディオ検出

オーディオ検出項目を選択するとオーディオ検出イベン
トを設定できます。オーディオ検出イベントを設定すると
設定された時間の間、音声が検出された場合、これをイ
ベントと見なします。

•	感度 : オーディオ検出の感度を設定します。値が大き
いほど敏感に感知します。

•	活性化時間 : オーディオ検出が発生した時、これをイ
ベントとして感知するために持続しする期間を設定し
ます。オーディオが感知されたが、指定された間、持続
しない場合はイベントとして見なしません。

•	無視間隔設定 : イベントを無視する間隔を設定しま
す。指定された時間の間、発生するオーディオ検出は、
イベントとして見なしません。

•	オーディオ無視期間 : オーディオ無視期間を設定する
と、オーディオが感知されてから指定時間以内に感知
されたオーディオについては、イベントログを残したり
通知しません。

•	動作 : オーディオ検出が発生した時、これを通知する
ための動作を選択します。

	- アラーム・アウト : アラーム・アウトを発生する場合
に選択します。

	- メール送信 : メールを送信する時に選択します。イ
メージ添付項目を選択すると、メール転送時にイベ
ントが感知されたイメージファイル（.JPG）を添付
します。

	- 遠隔コールバック : 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。
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•	 WEB Client 2プログラムでは対応してい
ません。

•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくに
は、遠隔地システムにカメラを登録する必
要があります。

	- オーディオアラーム : 音声を出力するには、本項目
を選択してから出力するオーディオファイルを選択
します。

	- FTPアップロード : FTPサーバにイメージをアップ
ロードする際に選択します。

	- 録画 : 映像を録画する際に選択します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連
項目が正しく設定されていなければなりません。

タンパ―リング

タンパ―リング項目を選択し、タンパ―リング感知イベン
トを設定します。タンパ―リング感知イベントを設定する
と映像に急激な変化が生じた場合（例 : カメラが動いた
りレンズが遮られる場合）、これをイベントと見なします。

•	感度 : タンパ―リング感知の感度を設定します。値が
大きいほど敏感に感知します。

•	活性化時間 : タンパ―リング感知が発生した時、これ
をイベントとして感知するために持続する期間を設定
します。タンパ―リングが感知された後、指定された間
持続しない場合はイベントとして見なしません。

•	無視間隔設定 : イベントを無視する間隔を設定しま
す。指定された時間の間、発生するタンパ―リングは、
イベントとして見なしません。

•	動作 : タンパ―リング感知イベントが発生した時、通
知するための動作を選択します。

	- アラーム・アウト : アラーム・アウトを発生する場合
に選択します。

	- メール送信 : メールを送信する時に選択します。	
イメージ添付項目を選択すると、メール転送時に	
イベントが感知されたイメージファイル（.JPG）を添
付します。

	- 遠隔コールバック : 遠隔地システムにメッセージを
送信するには、本項目を選択してからメッセージを
送信する遠隔地システムを選択します。

•	 WEB Client 2では対応していません。
•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくに
は、遠隔地システムにカメラを登録する必
要があります。
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	- オーディオアラーム : 音声を出力するには、本項目
を選択してから出力するオーディオファイルを選択
します。

	- FTPアップロード : FTPサーバにイメージをアップ
ロードします。

	- 録画 : 映像を録画する際に選択します。

イベント動作を実行するには、イベント動作関連
項目が正しく設定されていなければなりません。

システムイベント

システムイベント項目を選択してシステムイベントを設
定します。システムイベントを設定すると、システムおよ
びアラーム・イン状態、ディスク挿入の有無を周期的に確
認して通知します。

•	システム正常 : システム正常を確認するには選択し
てから調整間隔を設定します。

	- メール送信 : システムが動作している場合にメール
を送信する時に選択します。

	- 遠隔コールバック : システムが動作中の場合、遠隔
地システムにメッセージを送るには項目を選択して
からメッセージを送る遠隔地システムを選択します。

•	 アラーム入力エラー : アラーム入力エラーを確認するに
は選択してから調整間隔を設定します。

	- メール送信 : アラーム入力エラーに変化がない場
合、メールを送る時に選択します。

	- 遠隔コールバック : アラーム入力エラーに変化が
ない場合、遠隔地システムにメッセージを送るには
項目を選択してからメッセージを送る遠隔地システ
ムを選択します。

•	メモリカードオン/オフ : SDメモリーカードの挿入また
は削除を確認するときに選択します。

	- メール送信 : SDメモリーカードが挿入、または削除
された場合に、メールを送信するときに選択します。

	- 遠隔コールバック : SDメモリーカードが挿入、また
は削除された場合に、遠隔地システムへメッセージ
を送るには、項目を選択してからメッセージを送る遠
隔地システムを選択します。
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•	 メールおよびメッセージを発送するためには動
作設定時にメールおよび遠隔コールバック設定
が正しくなされていなければなりません。

•	 WEB Client 2では対応していません。
•	 遠隔コールバック機能をご使用いただくには、
遠隔地システムにカメラを登録する必要があり
ます。
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ウェブクライアント2（WEB Client 2）は、インターネット上で別途プログラムをインストールしないでネットワークカメ
ラの映像をリアルタイムで監視したり、SDメモリーカードに保存された録画映像を検索できるプログラムで、ウェブブラ
ウザー（Google Chrome あるいは Microsoft Edge）を使って接続できます。
WEB Client 2を実行するために必要なPCのシステム要求事項は下記のとおりです。
•	 OS : Microsoft® Windows® 10（Pro、Home Premium）、Microsoft® Windows® 11
•	 	CPU : Intel Pentium IV 2.4GHz以上（Core 2 Duo E4600推奨）
•	 	RAM : 1GB以上（2GB推奨）
•	 	VGA : 128MB以上（1280×1024、24bpp以上）
•	 	Microsoft Edge : 98.0.1108.43以上
•	 	Chrome : Google Chrome 22.0.1229.0以上（59.xxx以上推奨）

1	 JSS-TOOLでデバイスを選択してから、WEB Client 2を選択するか、Google Chrome あるいは 
Microsoft Edgeを実行してからアドレス入力欄へ下の情報を入力してください。

	- http://IPアドレス:ポート番号（カメラのIPアドレスおよびポートを設定する時、設定したWEB Client2接続ポ
ート番号を入力）

	- または、http://UCNサーバアドレス/UCN名（UCNサーバアドレスおよびUCNサーバに登録されたUCN名
入力）

•	 WEB Client 2ポート番号設定時HTTPS使用項目を選択した場合、httpの代りにhttpsを入力します。セキュリ
ティ認証に関する警告メッセージが表示されると、このウェブサイトを続けて探索します（推奨しない）を選択し
ます。

•	 IPアドレスとポート番号を入力して接続する場合、WEB Client 2接続ポート番号が80（https入力の場合443）
で設定されているとIPアドレスを入力するだけで接続できます。

•	 接続したいカメラのIPアドレスおよびWEB Client 2ポート番号はネットワーク管理者にお問い合わせください。

2	 初めてWEB Client 2を使用する場合、「インストールが必要です」の画面が表示されます。

	- 次の画面が表示されたら、ボタンをクリックして「installCWG_Jss.exe」ファイルをダウンロードします。

	- ダウンロードしたファイルのあるフォルダまで移動してから、installCWG_Jss.exeファイルを実行します。

第2章 – WEB Client 2
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	- インストールが完了すると、自動的に WEB Client 2 のログインウィンドウが表示されます。

3	 WEB Client 2ログインウィンドウが表示されたら、ログインに必要なIDおよびパスワードを入力した後
LOGINボタンをクリックします。

•	 WEB Client 2の使用中にはログインウィンドウを閉じないでください。ウェブ監視モードまたはウェブ検索
モードに切り替える時にスクリプトエラーが発生し、この場合ウェブプログラムを再起動しなければなりま
せん。

•	 OSからWEB Client 2を起動する場合、Google Chrome、Microsoft Edgeのアイコンからマウスの右側の
ボタンをクリックして表示するメニューから管理者として実行オプションを選択してください。管理者とし
て実行をしないとWEB Client 2プログラムの一部の機能が制限されることがあります。

•	 新しいバージョンのWEB Client 2を開く場合、Google Chrome、Microsoft Edgeで以前のバージョンの
情報を読込むことがあります。その場合には、①Google Chromeの場合には、設定 → プライバシーとセキ 
ュリティ → サイトの設定 → 全てのサイトに保存されているデータと権限を表示より、該当サイトのデータ
を削除してから、②Microsoft Edgeの場合には、設定 → Cookieとサイトのアクセス許可 → Cookieとサ
イトデータの管理と削除より、該当サイトのデータを削除してから、WEB Client 2を実行してください。

•	 映像転送速度の低下によりWEB Client 2のスクリーンの画面が表示されなかったり、更新しなかったりする	
恐れがあります。本症状の場合は、御使用のPCのオートーチューニング機能の解除をお勧めします。管理者	
権限でコマンドプロンプト実行（スタートメニュー → すべてのプログラム → コマンドプロンプト → マウス	
の右ボタンを利用し、管理者として実行選択）。netsh int tcp set global autotuninglevel=disable
を入力してからENTERキーを押してください。PCは再起動してから変更された設定を適用します。オー
トーチューニング機能を再度復旧するためには管理者権限でコマンドプロンプトを実行してからnetsh int 
tcp set global autotuninglevel=normalを入力してください。PCは再起動してから変更された設定を
適用します。
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ウェブ監視モード

遠隔地の映像をリアルタイムで監視できる遠隔地ウェブ監視プログラムです。

4

10

11

1212

13

14

5
2 3

5 66 77 88 9

16

15

1

1 WEB	Client	2のプログラムが終了します。

2
マウスのポインタをロゴ部分に置くとWEB	Client	2のバージョンを確認することができます。
現在の日付時刻情報を表示します。（使用しているPCの時刻）

3 ログイン情報を表示します。

4 ボタンを押すと映像を全体画面で見ることができます。キーボードのESCキーを押すと元の画面に戻ります。

5 ボタンを押すと現在見ている映像をPCに接続されているプリンターで印刷できます。

6 ボタンを押すと現在見ている映像をイメージファイルで保存できます。

7

Drawing	Mode、OSD及びOthersSetupの表示を設定することができます。Drawing	Modeを選択して
映像を出力するスピードを調整することができ、OSD表示リストより画面に表示するOSD情報を選択する
ことができます。OthersSetupを選択し、Important	response	than	time	precisionにチェックを入れ
ると、時間精度より応答性を優先するように設定することができます。

8 ボタンを押すと画面を表示してカメラの設定を変更できます。

9 ボタンを押すとウェブ検索モードに切り替わります。

0 カメラ番号を表示します。

! 遠隔地のPTZを制御します。
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@ 映像の画質を調節することができます。

#

カメラ簡単設定ができます。 映像モードで昼間夜間別にプリセットまたはユーザー設定ができます。
•	プリセット : Natural（自然さ）、Vivid（鮮明さ）、De Noise（ノイズ減少）、Custom（カスタム）から
選択できます。

•	ユーザー定義 : 手動でそれぞれの値を設定でき、Sharpness（シャープネス）、Contrast（コントラス
ト）、 Colors（色あい）、Brightness（明るさ）を設定できます。

$ カメラに接続されたアラーム・アウト装置を制御します。

%

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューが表示されます。

対応しないモデルでは機能が表示されない、あるいはグレー表示にな
る場合があります。

カメラタイトル変更 : カメラタイトルを変更することができます。

ウェブ監視モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を
与えず、カメラ名を入力しなければ遠隔地で設定したカメラ名が画面
上に表示されます。

•	オーディオオン : カメラが設置された遠隔地とのオーディオ送受信機能を提供します。この項目を選
択すると、オーディオボタン が表示されます。（オーディオ機能搭載モデルのみ）

マイクを通してカメラが設置された遠隔地でオーディオを再生できます。
スピーカを通してカメラが設置された遠隔地のオーディオを再生できます。

 / 遠隔地と双方向オーディオ送受信ができます。
オーディオ送受信が停止されます。

接続した遠隔地がオーディオ送受信に対応する場合、カメラスクリーンに TYPE 1  アイコンが表示されます。

•	画面レート : スクリーン上に見える映像の出力レートを変更することができます。

	- 画面に合わせる : オリジナル映像の縦横比率に関係なく、カメラスクリーンのエリアに合わせて映
像を出力します。

	- 映像レートに合わせる : オリジナル映像の縦横比率を維持したままカメラスクリーンのエリアに合
わせて映像を出力します。

	- 1/2倍サイズ（×0.5）～4倍サイズ（×4）: オリジナル映像のサイズを基準に該当メニューで指定
したサイズでカメラスクリーンに映像を出力します。例えば映像レートにあわせるを選択すると、オ
リジナル映像の実際サイズで出力します。

•	マルチストリーム : カメラがデュアルストリームモードに設定されている場合、好きなストリームが選
択できます。

•	ブロック現象改善 : 拡大映像に見られるブロック現象を低減し、画面へ表示する映像の出力品質を向
上させることができます。

•	マウス PTZ コントロール : マウスのスクロールを使用して、ズームを調整することができます。
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^

下部のイベント状態ウィンドウは、カメラで感知したイベントをリストで表示します。

 / アラーム入力作動/解除 タンパ―リング

モーション感知 オーディオ検出（オーディオ機能搭載モデルのみ）

トリップゾ―ン
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ウェブ検索モード

遠隔地の映像をリアルタイムで監視できる遠隔地ウェブ監視プログラムです。

ウェブ検索スクリーンでの遠隔地へのアクセスは一定時間以上操作がなければ自動的に解除されます。

1

32
4

55 66 77 88 9

10
1111

1212

13

14

1616
15
16
17

1919

18

20

21

1 ボタンを押すと	WEB	Client	2のプログラムが終了します。

2
マウスのポインタをロゴ部分に置くとWEB	Client	2のバージョンを確認することができます。
カメラの映像の日付時刻情報を表示します。

3 ログイン情報を表示します。

4 ボタンを押すと映像を全体画面で見ることができます。キーボードのESCキーを押すと元の画面に戻ります。

5 ボタンを押すと現在見ている映像をPCに接続されているプリンターで印刷できます。

6 ボタンを押すと録画映像を実行ファイル形式で保存します。

7 ボタンを押すと現在見ている映像をイメージファイルで保存できます。

8

ボタンを押すとDrawing	Mode、OSDの表示及びOthersSetupを設定することができます。
Drawing	Modeを選択して映像を出力するスピードを調整することができ、OSD表示リストより画面に
表示するOSD情報を選択することができます。OthersSetupを選択し、Important	response	than	
time	precisionにチェックを入れると、時間精度より応答性を優先するように設定することができます。

9 ボタンを押すとウェブ監視モードに切り替わります。	

0 カメラ番号を表示します。
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! 映像を縮小・拡大します。

@ 映像の明るさを調節します。

#

映像に様々なイメージフィルター（Sharpen（鮮明）、Blur（ぼかし）、Equalize（画質補正）、	
Interpolation（補間）、Revert（元に戻す））を適用します。	

映像調整は一時停止状態でのみ適用されます。

$

特定の日付の映像をカレンダー検索で探すことができます。録画された映像がある日付は水色で表示
されます。日付を選択すると、その日付のもっとも早い時間に録画された映像が静止画の状態で表示さ
れます。選択された日付はオレンジ色で表示されます。

%

[TimeLapse] を選択するとタイムラプス検索モードを利用し、録画映像を時間順に従って検索・再生し
ます。タイムラプス検索モードでの検索は日付の単位で行われ、カレンダーで検索する日付を選択する
ことができます。画面下のタイムテーブルではカレンダーで選択した日付の録画映像の時間情報を表示
します。時間を選択すると、その時間帯の映像を画面に表示します。選択した時間帯に1つ以上の映像
がある場合、検索したビデオセグメントを選択することができます。

^
[Event] を選択するとイベント検索モードを利用し、ユーザーが指定する特定な条件を満足する
イベントを検索することができます。

&

再生ボタン（高速逆再生、一時停止、通常再生、高速再生、映像の先頭に移動、1コマ逆再生、	
1コマ再生、映像の後尾に移動）を押すと映像を再生します。	

映像の先頭に移動 高速再生

1コマずつ逆再生 1コマずつ再生

映像を高速逆再生 映像の最後に移動

通常再生・一時停止

* [Goto] を押すと検索する時間帯の映像に移動することができます。

( [Reload] を押すと最新録画映像を再読み込みします。

)

画面よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックするとポップア
ップメニューが表示されます。

•	カメラタイトル変更 : カメラタイトルを変更することができます。

•	オーディオオン : 当該映像を保存しながらオーディオも一緒に録音してい
る場合にチェックするとオーディオを出力します。（オーディオ機能搭載モ
デルのみ）

ウェブ監視モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与えず、カメラ名を入力しなけ
れば遠隔地で設定したカメラ名が画面上に表示されます。

•	画面レート : スクリーン上の映像の出力レートを変更することができます。

•	ブロック現象改善 : 拡大映像に見られるブロック現象を低減し、画面へ表示する映像の出力品質を
向上させることができます。

a

カメラの録画情報を時間単位で表示します。カメラのシステム時間が過去に変更され同一の時間
帯に1つ以上の映像が存在する場合、タイムテーブルの右上のセグメントメニューでどのビデオセ
グメントを検索するか指定することができます。
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遠隔設定

システム

簡単設定

ネットワーク

映像

動作

イベント

タンパ―リング
システムイベント

FTPアップロード
録画

モーション感知
アラーム・イン

アラーム・アウト

カメラ

IPアドレス

一般

システム

トリップゾ―ン

メール

ストリーミング

UCN

日付/時刻
ユーザー/グループ

ネットワーク

遠隔コールバック

VAT

ポート/QoS

ビデオ

プライバシーマスキング

バンド幅コントロール

OSD

セキュリティ
IEEE 802.1X

第3章 – 付録

設定画面の構成図（遠隔設定）

オーディオ
入/出力

オーディオアラーム

オーディオ検出

オーディオ



アフターサービスについて

この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切

に保管してください。

正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生

じた場合には、保証書記載内容により、お買い上

げの販売店（または工事店）が修理いたします。

その他の詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの

販売店にご相談ください。修理によって機能が

維持できる場合は、お客様のご要望により有料

修理いたします。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す

る営業損失は補償対象外になります。

特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（ま

たは工事店）にご相談ください。

■ 保証について

■ 定期点検・保守について

■ 万一故障が発生した場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）

② 品名と品番（5メガピクセル 屋外IRバレット

型ネットワークカメラ【JS-CW5040S】）

③ お買い上げ年月日（保証書に記入）

④ 製造番号（保証書に記入）

⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

〒105-5111 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング南館 11階

株式会社 日本防犯システム

www.js-sys.com/
本製品の仕様は製品の質を高めるために事
前の予告なく変更される場合があります。

ご購入元メモ欄


